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※概要（Summary ）： 

名古屋大学ナノテクプラットフォーム「マイクロ構造

体・MEMS デバイス作製支援」を得て，経気管支的

に肺内部での呼気吸気計測評価が可能なカテーテル

型気流センサを作製した．具体的には，ガラス基板上

に成膜したパリレンHTフィルム上に熱絶縁用の微細

トレンチ構造を設け，熱式流速センサの応答性の向上

を図った（図 1）． 

 
※実験（Experimental）： 

フィルム状熱式流速センサの応答性の向上を目的と

して，ヒータ部周辺に，酸素プラズマを用いて微細ト

レンチ構造を形成した．具体的には，先ず，フォトリ

ソグラフィー（両面露光装置）及び成膜装置（スパッ

タ装置）を用いて，厚さ 15.0 µm のパリレン HT フィ

ルム上に流速センサとなる薄膜金属ヒータを形成し

た．次に，再度，フォトリソグラフィー技術（両面露

光装置 PEM800）を用いてトレンチ用レジストパター

ンを形成し，その後，プラズマ装置（機種 PDC210，

酸素ガス，入力電力；100 W）にてヒータ周辺部に深

さ 3.0 µm のトレンチ構造を形成した．最後に熱収縮

チューブを用いて，上記で作製したフィルムセンサ

（パリレンHTフィルム上にトレンチ構造付きヒータ

が形成されている）を円筒形状に実装し，カテーテル

型気流センサを作製した． 

  
※結果と考察（Results and Discussion）： 

上記で作製したカテーテル型気流センサに関して，以

下に示す二つの動作特性を計測評価した．なお，セン

サの駆動には定温度駆動回路を用いた． 

(1) 流量変化に対するセンサ出力特性 

流量に対するセンサの出力特性は，ヒータへの電気的

なエネルギー供給量とヒータから流体への熱伝達量

とで表わされるキングの式に一致することを確認し

た． 

(2) 応答特性 

ソレノイド 3 方向弁を用いて，カテーテル型気流センサ

に導入する気体を切替え，本センサの応答特性を評価し

た．気流センサの応答性をトレンチ構造の有無で比較し

たところ，トレンチ構造を設けることで応答時間を 102 

ms から 66 ms まで短縮することに成功した． 

 

 
図 1 トレンチ構造付きカテーテル型気流センサ 
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